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道
志
川
の
持
つ
豊
か
な
自
然
環

境
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
、「
鮎
釣
り
大
会
」
、｢

鮎
の
放
流｣

、

「
親
子
・
川
の
自
然
観
察
会
」
を
は

じ
め
、
「
郷
土
料
理
の
食
体
験
」
を

通
じ
て
、
水
源
地
域
の
貴
重
な
自
然

や
、
魅
力
あ
る
伝
統
文
化
を
一
人
ひ

と
り
が
共
有
し
、
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
「
鮎
の
塩

焼
き
」
、「
鮎
め
し
」
、「
鮎
の
塩
焼
き

体
験
」
な
ど
の
食
体
験
も
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
中
道
志
川
ト
ラ
ス
ト
協

会
に
よ
る
「
美
化
活
動
の
紹
介
パ
ネ

ル
展
示
」
や
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い

て
は
、
地
元
青
野
原
小
学
校
生
徒
に

よ
る
器
楽
演
奏
、
八
王
子
「
小
鉄
太

鼓
」
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
な
ど
が
、 

        

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

「
鮎
の
放
流
」
で
は
、
子
供
た
ち

が
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た
鮎
の
稚
魚
を
、

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
、
丁
寧
に
放
流
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し

て
、
子
供
達
ば
か
り
で
な
く
大
人
で

あ
る
我
々
も
、
今
一
度
、
水
の
恵
み

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
水
に
親

し
み
、
川
を
大
切
に
思
う
心
が
は
ぐ

く
ま
れ
、
そ
の
結
果
地
域
を
守
る
気

持
ち
が
芽
生
え
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。 

    

青
野
原
地
区
（
地
域
）
の
問
題
と

し
て
、
多
く
の
家
庭
で
子
供
が
成
人

し
、
家
を
離
れ
、
自
治
会
員
が
高
齢

化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
宮
下
自
治
会
は
例
年
あ
ゆ

ま
つ
り
へ
の
参
加
者
が
少
な
く
、
自

治
会
の
テ
ン
ト
を
た
て
る
の
も
非

常
に
大
変
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
焼
き
そ
ば
の
販
売

等
を
地
元
の
小
中
学
生
が
手
伝
い

に
来
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
あ
ゆ

ま
つ
り
の
原
動

力
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
青
野
原

地
区
の
自
治
会

と
中
道
志
川
ト

ラ
ス
ト
協
会
で

す
が
、
地
域
全
体

が
一
体
と
な
っ

て
、
あ
ゆ
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て

い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。 

道
志
川
は
昭
和
３
０
年
代
ま
で
は
急
流
と

し
て
知
ら
れ
、
そ
の
昔
天
然
の
鮎
は
鼻
曲
が
り

鮎
と
し
て
徳
川
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
て
い
た

歴
史
も
あ
り
ま
す
。「
中
道
志
川
あ
ゆ
ま
つ
り
」

は
平
成
８
年
か
ら
毎
年
７
月
に
、
「
鼻
曲
が
り

鮎
の
里
」
と
し
て
知
ら
れ
る
中
道
志
川
流
域
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
源
の
清
流
を
守
る
中
道

志
川
ト
ラ
ス
ト
協
会
、
宮
下
自
治
会
を
始
め
と

し
た
青
野
原
地
区
の
自
治
会
と
、
流
域
住
民
が

主
体
と
な
り
、
多
く
の
人
々
に
道
志
川
と
の
ふ

れ
あ
い
と
交
流
の
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
行
わ
れ
る
催
し
で
す
。
川
に
親
し
む
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
小
学
生
の
器
楽
や
勇
壮
な
太

鼓
も
響
き
渡
り
ま
す
。
ま
た
、
青
野
原
地
区
の

各
自
治
会
が
主
体
と
な
っ
て
つ
く
る
、
絶
品
の

鮎
の
塩
焼
き
、
鮎
め
し
、
焼
き
そ
ば
も
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

       

大きくなって帰ってきてね、子どもたちによる鮎の放流 

道志川とのふれあいと 

交流の機会、あゆまつり 

事
例
の
概
要 

特
徴
・
ポ
イ
ン
ト 

課
題
・
展
望 

団体の基礎ＤＡＴＡ 

体験・取材した職員から一言！！ 

 

鮎の塩焼きや焼きそばを焼いていた自治会の
方々も、汗だくになりながらも楽しそうに焼いて
いたのが印象に残っています。また、普段川で遊
ぶ機会の少ない子ども達にとって良い体験にな
ったのでは、と思います。（下水道管理課 長澤）  

あゆまつりの伝統を守り、子供たちに身近な水や
緑・歴史を大切にする気持ちを学んでもらい、大
人になりふるさとに帰ってくる、といった良い循
環が生まれればいいなあと願っています。 
（予防課 中村） 

 

子供たちが楽しそうに鮎を放流する様子を見て、
こういった経験が、自然と生き物に対する想像力
が生まれ、豊かな環境づくりにつながっていくの
だなあと実感しました。（情報システム課 齊藤） 

 

 
子どもたちもお手伝い 

 

 
すぐ売れてしまう鮎の塩焼

 

 

 


